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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30	25	14	22	18	12	19	10	20	16	21	19	27	23	26	20	27	30	28	37	34	33	39	31	40	35	42	30	34	26	29	25	21	28	20	13	19	15	22	28	30


X(t) AX

AX axt AN+ 1 AZ
X(t)
N -

X a + /



X X.t A

of of 10°f

Af =—AX +— At +=— (AX)?
OX ot 2 OX
2 2
_|_a f AtAX-I—iaIAt ........
OXot 2 ot
X NAX

aX,t) A+ Xt AZ



Af =

81‘{

O f

a(X,t)-At+b(X,t)-AZ }+ to A

OX
1 0°f
T {a(X,t)-At+b(X,1)-AZ}
82f
t {a(X,t)-At+b(X,1)-AZ }°
82f 1 0% f
e {a(X,t)-At+b(X,1)-AZ} - At PIPVE

- Al



X

of of 1 0°f 2 of
df =| ——-a(X, )+ —+=———-fo(X,t)* |-dt +—b(X,t)-dZ
(ax X0+ 5 5 a7 B )}j Fox oD

S
ds = a(S,t)-dt +b(S,t)-dZ
f(S,1)

2
df =[af-a(s t)+@+1a f {b(S,t)}zj-dHS;-b(S,t)-dZ

oS T ot 2652



W (t) = n (OOW, +n, ()W, +----+n (D)W (1)

W, (t n, (HW, (t) N (W, (1)
R(t)=”1(w’(t)”R1(t)+ R+, ()
W) | w) w, (1
n,(t) n, (t) n(t)

R, (t) R, (t) Ry (t)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株式、債券などの金融商品の組み合わせによって、リスクの最小化とリターンの最大化が可能 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
σは株価ボラリティ、μは期待収益率。この両辺をSで割った値が一般化したブラウン運動になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つまりこのポートフォリオを作ると、ウィーナー過程ΔZの部分を消去することができるわけです。

ΔZの部分はランダムウォークの動きなのでこれが消去されると楽になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．リスクを完全に除去しようとすることをデルタ・ヘッジと言います。

２、

これがブラックショールズの偏微分方程式になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
境界：この条件は、時点ｔが満期Tになったときの境界条件です。満期の株価Stがオプションの行使価格Xより小さいときには、コールオプションの価値がないので権利は行使されず０とします
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つの変数u,xを導入します。　　X＞０という条件

Ｙ（u,x）は未知関数です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１回目の変数変換Uを元に戻してやる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
確率密度関数なので標準正規分布の形にできる




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ボラリティーは４４．５：ボラティリティーとは収益率の変動を表す尺度で、通常単位時間あたりの収益率の標準偏差をボラティリティーとする
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